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作製例
スケーリングによる歯周病罹患犬の口臭と細菌叢の変化

池田安祐子1、内山淳平1、水上圭二郎1、中村南斗1、弦巻えみり1、那須川忠弥1、島倉秀勝2、阪口雅弘1　
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［背景と目的］イヌにおいて、歯周病は最も多い疾患の一つである。歯周病罹患に伴う口臭悪化は、イヌと飼い主の関係性を希薄化させる。口臭の悪化の最大の原因は、口腔内の細菌叢の変化が起因していると考えられる。歯周病に対する歯科処置として主に歯石除去（スケーリング）があるが、歯周病罹患犬に対する口臭改善効果や口腔内細菌への影響については明らかにされていない。本研究では、歯周病罹患犬における口臭の原因因子の解明を目的とし、スケーリングによる歯周病罹患犬の口臭と口腔細菌叢の変化を解析した。
［方法］実験犬4頭にスケーリングを行った。その前後でハンディー臭いモニターによる口臭測定と炎症レベルの画像診断による口腔内所見観察を行った。また、スケーリング前後の歯垢と歯石の16S rRNAアンプリコン解析を行い、α多様性解析、β多様性解析、Differential Abundance解析を行った。
［結果・考察］スケーリング前後の口臭強度を比較すると、スケーリング後で口臭強度は低下した（P = 0.02）。また、同様に口腔内所見による炎症スコアの低下も見られた（P = 0.015）。次に、スケーリング前後の歯垢と歯石の細菌叢を比較した。α多様性を比較した結果、3群間では有意な差はみられなかった（P = 0.056）。2群間ずつの比較では、スケーリング後の歯垢と歯石で異なる傾向がみられた（P = 0.07）。また、β多様性をPERMANOVA解析により検討した結果、3群間の細菌叢構造に有意な差は認められなかった（P = 0.1）。一方、スケーリング後の歯垢と歯石では、有意な差が認められた（P = 0.02）。さらに、どの細菌種の優位性を検討するためにDefferential Abundance解析を行った。スケーリング前の歯垢と歯石には、Prevotella属の細菌が多く（P =0.02）、スケーリング後の歯垢では、Moraxella属の細菌が増加していることが明らかとなった（P = 2.80E-03）。以上から、スケーリングによって口臭強度が低下することが明らかとなった。また細菌叢解析により、歯石に優位に存在しているPrevotella属は、歯周病と口臭悪化の原因であると予想された。
